
 

                                                          ＜２５－０５＞ 

            ２０２５年２月 

先生各位  
 

 

検査内容変更のお知らせ 
 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

このたび､別掲の項目につきまして､２０２５年４月より検査内容の変更をさせていただく 

ことになりましたのでご案内申し上げます。 

何卒ご高承賜りますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 

 

 

 

■検査変更内容： 

別掲の一覧表をご参照ください。 

 

 

 
  

■変更実施日：    

         ２０２５年 ４月 １日 （火） 受付分より 

  

   

 

以上 

 

 

※ 詳細につきましては、次ページ以降をご覧ください｡ 
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●検査内容変更項目一覧 
項目 

コード 
項  目  名 

変 更 

内 容 
新 現 備  考 

        

２８９８ 血清インジウム 検 体 量 血清 ０.５ ｍL 血清 １.５ ｍL 検体必要量の見直し 

２８９０ レベチラセタム 備 考 

全血で放置すると酵素による分解によ

り、測定値に影響を及ぼす可能性があ

ります。採血後は速やかに遠心分離し

指定容器に移してください。 

－  

１０９２ 
プレグナンジオール 

（Ｐ２） 
備 考 

随時尿でのご依頼の場合は､濃度報告

（ｍｇ／Ｌ）になります。基準値の設定

はありません。 

－  

１０９３ 
プレグナントリオール 

（Ｐ３） 
備 考 

随時尿でのご依頼の場合は､濃度報告

（ｍｇ／Ｌ）になります。基準値の設定

はありません。 

－  

５７２ 

第Ⅷ因子様抗原 

（フォンウィルブランド 

        因子定量） 

基 準 値 

 

 

 

血液型Ｏ型 

血液型Ａ,Ｂ,ＡＢ型 

４２.０ ～ １４０.８％ 

６６.１ ～ １７６.３％ 

５０ ～ １５０ ％ 

 
 

※結果コメント「Vサ」 

           で表示いたします。 
  

報告上限 ４８０.０ ％ 以上 ２０１ ％ 以上  

報告桁数 小数１位 整数  

備 考 （削除） 血液型O型では他のＡ,Ｂ,ＡＢ型よりも

約２５％低い傾向にあります。血液型 

を考慮して判定してください。 

 

１３７０ 
フォンウィルブランド 

         因子活性 
（リストセチンコファクター） 

項目コード ４１３１ １３７０  

検査方法 ＬＡ（ラテックス凝集比濁法） 固定血小板凝集法  

基 準 値 血液型Ｏ型 

血液型Ａ,Ｂ,ＡＢ型 

４８.２ ～ ２０１.９％ 

６０.８ ～ ２３９.８％ 

５０ ～ １５０ ％ 
 

※結果コメント「Vコ」 

           で表示いたします。 
  

報告下限 ７.０ ％ 未満 １０ ％ 未満  

報告上限 ４８０.０ ％ 以上 ４００ ％ 以上  

報告桁数 小数１位 整数  

備 考 リウマチ因子が高値(100IU/ｍL以上)

の場合は測定値が高値傾向となりま

すので、ご留意ください。 

－  

 

（削除） 血液型Ｏ型では他のＡ,Ｂ,ＡＢ型よりも

約２５％低い傾向にあります。血液型

を考慮して判定してください。 

 

４０９１ 

肺癌マルチ遺伝子 

        ＰＣＲパネル 

(AmoyDx®肺癌マルチ 

  遺伝子PCRパネル) 

項目名称 肺癌マルチＣＤｘ ＡｍｏｙＤｘ 肺癌マルチ遺伝子ＰＣＲパネル 

(AmoyDx®肺癌マルチ 

          遺伝子PCRパネル) 

使用試薬 

および 

検体量の明確化 

検 体 量 未染スライド ５～１０枚(５μｍ厚) 

（組織面積 １.５ｍｍ２以上） 

未染スライド １０～２０枚（５μｍ厚） 

（組織面積 １．５ｍｍ２未満） 

未染スライド ７～１０枚（５μｍ厚） 

 

５９４９ ＲＯＳ１融合遺伝子解析 所要日数 ５ ～ １１ 日 ５ ～ ８ 日 所要日数の見直し 

１２４２ ビタミンＡ（レチノール） 保存方法 遮光冷蔵 遮光凍結 保存方法の見直し 

１３５８ ビタミンＢ６  遠心分離後  遮光冷蔵 遠心分離後  遮光凍結  

１４０２ プリミドン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１４０６ エトスクシミド  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１３５４ ハロペリドール  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１６６９ アセタゾラミド  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１４２２ ゲンタマイシン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１４２３ トブラマイシン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１４２４ アミカシン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  
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●検査内容変更項目一覧 
項目 

コード 
項  目  名 

変 更 

内 容 
新 現 備  考 

        

１６７８ バンコマイシン 保存方法 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結 保存方法の見直し 

２２３９ テイコプラニン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２４７８ アルベカシン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２４９４ ボリコナゾール  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１３５２ 
メトトレキサート 

（メソトレキセート） 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１４２５ 
サリチル酸 

（アスピリン） 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１４４２ アセトアミノフェン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２７４３ 

ＮＴｘ＜尿＞ 

（Ⅰ型ｺﾗｰｹﾞﾝ架橋 

      N-ﾃﾛﾍﾟﾌﾟﾁﾄﾞ） 

 冷蔵 凍結  

３２５４ 抗Ｐ５３抗体  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２８５０ ＨＢＶゲノタイプ  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２６９１ アスペルギルス抗原  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

６４５ 

６４６ 

ツツガムシ 

（Gilliam）    

ＩｇＧ          

ＩｇＭ 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

６４７ 

６４８ 

ツツガムシ 

（Kato） 

ＩｇＧ         

ＩｇＭ 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

６４９ 

６５０ 

ツツガムシ 

（Karp） 

ＩｇＧ          

ＩｇＭ 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１２３０ 
α１マイクログロブリン 

＜尿＞ 
 冷蔵 凍結  

１４５７ 心室筋ミオシン軽鎖Ⅰ  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２３５５ Ⅳ型コラーゲン  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

 ３３９ 
特異的ＩｇＥ 

ＭＡＳＴ３６ 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２９６０ 

ＣＡ・ＲＦ 

(抗ガラクトース欠損 

     ＩｇＧ抗体) 

 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２３０６ 
抗ＲＮＡポリメラーゼ 

          Ⅲ抗体 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１６６４ 抗デスモグレイン１抗体  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

１６６５ 抗デスモグレイン３抗体  遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

３１７９ 

抗ＢＰ１８０抗体 

(血清中 

  抗BP180NC16a抗体） 

 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２２８１ 

ＰＲ３－ＡＮＣＡ 

（抗好中球細胞質抗体） 

（Ｃ－ＡＮＣＡ） 

 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２２８２ 

ＭＰＯ－ＡＮＣＡ 

（抗好中球細胞質 

 ﾐｴﾛﾍﾟﾙｵｷｼﾀﾞー ｾﾞ抗体） 

（Ｐ－ＡＮＣＡ） 

 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  

２９６８ 
抗糸球体基底膜抗体 

（抗ＧＢＭ抗体） 
 遠心分離後  冷蔵 遠心分離後  凍結  



 

 

 

 

●フォンウィルブランド因子活性（リストセチンコファクター） 

 測定試薬を固定化血小板から遺伝子組み換え血小板膜タンパク１ｂ（ＧＰ１ｂα）感作ラテックス粒子を用

いる方法に変更します。従来法よりも感度が良好であり、特に活性が低い症例での正確な判定が期待できます。 

 また、フォンウィルブランド因子の濃度は血液型と相関し、ＡＢＯ血液型のＯ型ではＯ型以外と比較して、 

約２５％程度低いことが知られています。基準値を測定試薬添付文書に基づき、Ｏ型とＡ、Ｂ、ＡＢ型と分けて 

設定いたします。 

 なお、新法はリウマチ因子が高値（１００ ＩＵ/ｍＬ以上）であると高値傾向になることが認められていますの 

で、結果判定の際はご留意ください。 

 この変更により、項目コード、検査方法、基準値、報告下限、報告上限、報告桁数および備考を変更いたし 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪新法と現法の相関≫ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ご案内＞ 

   ・項目コードが新規登録となるため、電子カルテ・健診システム等をご利用の際は、 

   お使いのメーカーのサポート窓口へ項目紐付けの依頼をご連絡ください。 
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変 更 内 容 新 現 
     

項 目 コ ー ド ４１３１ １３７０ 

検 査 方 法 ＬＡ（ラテックス凝集比濁法） 固定血小板凝集法 

検 体 量 クエン酸血漿 ０.５ ｍＬ [容器番号 ： １５番] 同 左 

保 存 方 法 凍 結 同 左 

基 準 値 血液型Ｏ型 

血液型Ａ、Ｂ、ＡＢ型 

４８.２ ～ ２０１.９％ 

６０.８ ～ ２３９.８％ 

５０ ～ １５０ ％ 

 

※結果コメント「Vコ」で表示いたします。  

所 要 日 数 ２ ～ ５ 日 同 左 

保 険 点 数 １２６点（血液学的判断料 １２５点） 同 左 

報 告 下 限 ７.０ ％ 未満 １０ ％ 未満 

報 告 上 限 ４８０.０ ％ 以上 ４００ ％ 以上 

報 告 桁 数 小数１位 整数 

備 考 リウマチ因子が高値（１００ ＩＵ/ｍＬ以上）の場合は 

測定値が高値傾向となりますので、ご留意ください。 
－ 

 
（削除） 血液型Ｏ型では他のＡ、Ｂ、ＡＢ型よりも約２５％低い 

傾向にあります。血液型を考慮して判定してください。 

  現 法 


